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節
分
が
終
わ
り
、
立
春
を
迎
え
、
季
節

は
春
へ
と
移
ろ
う
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
冬
は
暖
冬
で
雪
も
少
な
く
、
ス

キ
ー
場
の
オ
ー
プ
ン
が
な
か
な
か
で
き
な

か
っ
た
他
、
道
内
各
地
で
祭
り
の
開
催
を

断
念
す
る
な
ど
、
記
録
的
な
雪
不
足
の
影

響
が
多
く
出
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
毎
年
国
内
外
か
ら
２
０
０

万
人
以
上
が
訪
れ
る
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り

は
、
子
供
に
人
気
の
滑
り
台
が
一
回
り
小

さ
く
な
る
な
ど
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
の
、

メ
イ
ン
の
大
雪
像
を
は
じ
め
多
く
の
市
民

雪
像
も
作
ら
れ
、
無
事
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
１
月
以
降
爆
発
的
に

流
行
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
の
団
体
旅
行
の

キ
ャ
ン
セ
ル
や
国
内
で
も
感
染
を
懸
念
し

て
外
出
を
控
え
る
等
、
観
光
地
に
お
い
て

は
多
大
な
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。
人
か

ら
人
へ
感
染
す
る
以
上
、
観
光
地
に
赴
か

な
く
て
も
感
染
す
る
リ
ス
ク
が
大
き
く
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
限
ら
ず
、
冬
期
に

な
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
始
め
と
し
た

感
染
症
が
流
行
す
る
季
節
で
す
。
こ
こ
数

年
に
お
い
て
は
、
季
節
外
れ
の
流
行
等
も

多
く
み
ら
れ
ま
す
の
で
、
対
岸
の
火
事
と

し
て
で
は
な
く
、
身
近
な
も
の
と
し
て
、

手
洗
い
う
が
い
等
、
日
々
の
予
防
に
努
め

よ
う
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

（
Ｒ
）

　
今
回
の
表
紙
は
、
女
性
部
エ

ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
部
員
研
修
の
様

子
で
す
。

　
研
修
で
は「
笑
い
ヨ
ガ
」を
研

修
し
た
の
で
、
日
常
生
活
で
も

笑
っ
て
笑
っ
て
、
元
気
な
姿
で

来
年
の
研
修
も
迎
え
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

【材　料】

【作り方】
①キャベツ粗みじん切りにし、トマトは薄くくし形に切る。
②生地の材料を混ぜ合わせ、ピザ用チーズも入れる。
③フライパンに油を熱し、生地を流しいれ円形にして、上に豚肉とトマトを並べる。
④底面に焼き色がついたら裏返して火を通す。
⑤器に盛りつけ、ソース、マヨネーズ、青のり、かつお節をのせて出来上がり!!

トマト・チーズ入り
お好み焼き

新田地区 三塚　照美 さん
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JA 士幌町と組合員がつくる情報誌

3



3 2

青
年
部
上
居
辺
支
部

設
立
60
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催

植原実行委員長の挨拶

　
士
幌
町
農
業
協
同
組
合
青
年
部
上
居

辺
支
部
は
１
月
25
日（
土
）上
居
辺
地
区

農
業
会
館
に
お
い
て
上
居
辺
支
部
創
立

60
周
年
式
典（
植
原
誠
実
行
委
員
長
）を

挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
開
式
に
あ
た
り

先
人
の
御
霊
に
黙
祷
を
行
い
、
そ
の
後
、

植
原
委
員
長
が
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で「
昭
和
35
年
２
月
、
上

居
辺
支
所
２
階
会
議
室
に
30
数
名
が
集

う
上
居
辺
青
年
部
発
足
の
席
に
お
い
て
、

当
時
の
太
田
寛
一
組
合
長
か
ら『
大
樹

も
一
粒
の
種
か
ら
で
あ
り
、
将
来
を
背

負
う
青
年
部
は
、
農
協
の
親
衛
隊
と
し

て
活
躍
し
て
ほ
し
い
』と
の
言
葉
を
い

た
だ
い
た
と
伺
い
ま
し
た
。
以
来
、
60

年
の
年
輪
を
重
ね
、
そ
の
時
々
に
立
ち

は
だ
か
る
課
題
に
取
り
組
み
、
乗
り
越

え
て
今
日
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、
日

本
の
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
先
の

見
通
せ
な
い
、
更
に
厳
し
い
状
況
が
想

定
さ
れ
ま
す
が
、
本
来
、
天
候
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
自
然
を
相
手
に
、
今
ま

で
培
っ
て
き
た
経
験
を
基
に
的
確
な
判

断
と
、
今
な
す
べ
き
こ
と
を
確
実
に
進

め
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
あ
り
、
共

に
お
互
い
の
目
指
す
高
み
へ
到
達
で
き

る
よ
う
、
活
動
の
絆
を
よ
り
強
固
な
も

の
へ
と
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。」と
、

力
強
く
挨
拶
さ
れ
、
そ
の
後
、
経
過
報

告
、
公
民
館
へ
記
念
品
の
贈
呈
、
歴
代

支
部
活
動
に
ご
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た

方
に
感
謝
状
の
贈
呈
を
し
、
来
賓
の
挨

拶
の
後
、
感
謝
状
受
賞
者
を
代
表
し
て

山
田
和
宏
氏
よ
り
謝
辞
を
頂
き
閉
式
と

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
会
場
に
て
祝
賀
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
祝
賀
会
で
は
諸
先
輩

方
よ
り
発
足
当
初
の
思
い
出
話
や
苦
労

話
な
ど
の
話
で
盛
り
上
が
り
、
今
後
の

支
部
活
動
に
つ
な
が
る
非
常
に
熱
の
こ

も
っ
た
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

諸先輩方を囲んでの祝賀会

公民館へ記念品の贈呈

今月の
特 集

T o p i c s

士
幌
町
農
協
蔬
菜
生
産
振
興
協
議
会

人
参
部
会
設
立
30
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催

佐藤部会長の式辞

昔を振り返って盛り上がった祝賀会

　
人
参
部
会（
佐
藤
和
巳　
部
会
長
）は

１
月
20
日（
月
）に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ

ス
帯
広
に
於
い
て
、
設
立
30
周
年
記
念

祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
佐
藤
部
会
長
は
、

「
今
か
ら
30
年
前
、
馬
鈴
し
ょ
の
過
作

に
よ
る
そ
う
か
病
の
発
生
、
農
業
所
得

の
維
持
を
目
的
に
冷
凍
食
品
用
に
人
参

が
栽
培
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
２

年
に
人
参
部
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
は
10
戸
27 

ha
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、

平
成
10
年
食
品
工
場
の
拡
充
時
に
は
70

戸
の
作
付
け
と
な
り
、
当
町
に
お
い
て

欠
か
せ
な
い
作
物
と
な
り
ま
し
た
。
近

年
で
は
腐
敗
防
止
と
し
て
減
肥
対
策
、

安
全
・
安
心
な
原
料
出
荷
の
た
め
残
留

農
薬
検
査
な
ど
を
行
い
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
今
ま
で
幾
多
の
困
難
を
乗

り
越
え
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
生
産
者
の

技
術
向
上
に
向
か
う
熱
心
な
努
力
と
情

熱
の
お
か
げ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
ユ
ー
ザ
ー
に
供
給
責
任
を

果
た
し
、
消
費
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
原
料
を
出
荷
し
て
い
き
ま
す
。」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第
６

代
部
会
長　
斉
藤
孝
日
路
氏
、
第
７
代

部
会
長　
矢
野
一
美
氏
、
第
８
代
部
会

長　
赤
間
博
之
氏
の
３
名
に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
、

七
條
専
務
、
北
海
道
フ
ー
ズ
加
藤
取
締

役
よ
り
祝
辞
を
頂
き
、
士
幌
町
農
協
蔬

菜
生
産
振
興
協
議
会
会
長　
兼
山
和
浩

氏
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
、
祝
賀
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
で
は
、
今
ま
で
の
苦
労
話
や

こ
れ
か
ら
の
原
料
安
定
供
給
の
話
し
に

花
が
咲
き
、
参
加
者
全
員
30
年
の
歴
史

を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
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女性部版女性部版

　
12
月
11
日（
水
）～
12
日（
木
）、
十
勝
幕
別
温
泉
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
に
て
Ｊ
Ａ
十
勝
地
区
女
性
協
議
会
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
は
理
事
・
支
部
長

17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
は「
私
た
ち
の
手
で
女
性
組
織
活
性
化
」～
新
３

か
年
計
画
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
ら
考
え
る
～
と
題
し
て
、
Ｊ
Ａ

全
中
青
年
女
性
対
策
課
臼
井
課
長
の
講
演
を
聞
い
た
後
、

　
Ｊ
Ａ
女
性
部（
河
田
三
紀
部
長
）は
、
２
月
６
日（
木
）総

合
研
修
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
て
部
員
１
１
５
名

の
参
加
の
も
と
女
性
部
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
午
前
に
篠
原
組
合
長
に
よ
る『
こ
れ
か
ら
の
農

業
と
女
性
の
役
割
』と
題
し
た
講
演
、
午
後
は
Ｄ
Ｕ
Ｋ
Ｅ

Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ　
一
條
仁
美
氏
に
よ
る『
毎
日
の“
す
き
間
時

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
生
活
専
門
部
会(

三
塚
照
美
部
会
長)

で
は
、
12
月
８
日（
日
）Ａ
コ
ー

プ
ア
ス
ポ
店
に
於
い
て
、
同
部
会
の
取
り
組
み
と
し
て「
よ
つ
葉
濃
厚
ヨ
ー
グ
ル
ト
」３

種
と
士
幌
町
肉
牛
振
興
会
・
北
海
道
フ
ー
ズ
が
共
同
開
発
し
た「
し
ほ
ろ
牛
ゴ
ロ
ッ
ケ
」

の
試
食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
プ
レ
ー
ン
、
り
ん
ご
、
ベ
リ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
３
種
を
カ
ッ
プ
に
盛
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
味
を
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
し
ほ
ろ
牛
ゴ
ロ
ッ

ケ
に
つ
い
て
も
１
／
４
カ
ッ
ト
を
試
食
し
て
い
た
だ
き
、「
し
ほ
ろ
牛
の
食
感
が
凄
く
す

る
」、「
と
て
も
お
肉
を
感
じ
る
コ
ロ
ッ
ケ
」と
、
商
品
の
方
も
購
入
し
て
い
た
だ
き
大
好

評
の
試
食
会
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
十
勝
地
区
女
性
協
議
会
研
修
会

女
性
部
研
修
会

生
活
専
門
部
会
A
S
P
O
で
試
食
会

開
催

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
テ
ー
ブ
ル
毎
に
割
り
振
ら
れ
た
テ
ー
マ
を
基
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
い
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。聞
く
だ
け
で
は
な
か
な
か
理
解
の
深
ま

ら
な
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
も
、
他
単
組
を
含
む
仲
間
と
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
で
よ

り
身
近
な
も
の
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
帯
広
支
所
の
沼
田
光
弘
支
所
長
よ
り
、「
次
代
に
つ
な

が
る
協
同
活
動
の
価
値
向
上
に
向
け
て
」と
題
し
て
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
と
協
同
活

動
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
た
他
、
沼
田
支
所
長
が
参
加
さ
れ
て
い
る
猟
友
会

活
動
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
、
身
近
に
い
る
鹿
や
カ
ラ
ス
等
の
駆
除
に
つ
い
て
興
味
深

く
耳
を
傾
け
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ
た「
体
験　
笑
い
ヨ
ガ
」で
は
、
帯
広
Ｎ

Ｐ
Ｏ
28
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　
顧
問　
千
葉　
養
子
氏
に
よ
る
笑
い
ヨ
ガ
の
体
験
が
行

わ
れ
、
体
験
し
た
参
加
者
は
わ
ざ
と
笑
っ
て
い
た
は
ず
が
い
つ
の
間
に
か
本
気
で
笑
い

な
が
ら
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
後
方
に
は
、
管
内
女
性
部
の
手
芸
品
が
展
示
さ
れ
、
華
や
か
な
中
で
の
充
実
し

た
二
日
間
の
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来賓として
挨拶された市原さんＳＤＧｓについて真剣に討論中

女性部からどんどん出る質問

グループワークのまとめを
発表する河田部長

笑いヨガで健康！

一條先生ありがとうございました！

農協と女性部に
ついて語る組合長

捻ってシュッ！

ＤＵＫＥＳＷＡＬＫ 一條　仁美 氏

「私は女優」

大盛況の試食会

ゴロッケは食感を楽しんでいただきました

　
Ｊ
Ａ
女
性
部（
河
田
三
紀
部
長
）

で
は
、
１
月
30
日（
木
）～
31
日

（
金
）に
隔
年
で
行
わ
れ
て
い
る

理
事
・
支
部
長
研
修
を
開
催
し
、

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
研
修
と
農
協
記

念
館
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
研
修
で
は
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
藤
原
都

美(

ふ
じ
わ
ら
さ
と
み)

氏
を

講
師
に
招
き
、
各
々
、
マ
グ
カ

ッ
プ
や
皿
な
ど
の
好
き
な
白
磁

器
に
、
悩
み
な
が
ら
選
ん
だ
シ

ー
ル
を
張
り
付
け
、
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
溢
れ
る
作
品
を
作
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
研
修
後
、
農
協
記
念
館
へ
行

き
、
農
協
の
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視

聴
や
太
田
寛
一
氏
や
安
村
志
朗

氏
の
記
念
室
等
を
見
学
し
、
改

め
て
農
協
を
知
る
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

女
性
部　
理
事
・
支
部
長
研
修

悩みながら図案を作成

上手に出来ました♪

どこらへん？

真剣にＤＶＤ鑑賞

間
”に
で
き
る
健
康
づ
く
り
』と
題
し
た
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
篠
原
組
合
長
は
講
演
の
中
で
、
営
農
す
る
中
で
の
女
性
の
重
要
性
、
農
協
運
営
に
お

け
る
女
性
部
活
動
の
大
切
さ
を
語
ら
れ
、
講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
女
性
部
員
か
ら

多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、
女
性
と
営
農
、
女
性
部
と
農
協
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
講
演
で
は
、
肩
や
腰
を
回
し
て
体
を
ほ
ぐ
し
、
姿
勢
を
正
し
て
み
ん
な

で
歩
き
、
普
段
の
生
活
の
中
で
、
ほ
ん
の
少
し
意
識
す
る
だ
け
で
行
え
る
健
康
づ
く
り

を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
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女性部版

　
１
月
21
日（
火
）～
23
日（
木
）、
女

性
部
エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
で
は
部
員
33

名
が
参
加
し
、
農
業
会
館
ホ
ー
ル
、

あ
か
ん
湖 

鶴
雅
ウ
イ
ン
グ
ス
を
会

場
に
研
修
会
・
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
農
業
会
館
ホ
ー
ル

に
て
帯
広
Ｎ
Ｐ
Ｏ
28
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
顧
問　
千
葉 

養
子
氏
を
招
き
、

『
笑
い
ヨ
ガ
』を
体
験
し
ま
し
た
。
千

葉
先
生
の
巧
み
な
話
術
で
笑
い
、
み

ん
な
で
体
を
動
か
し
て
笑
い
、
参
加

者
は
楽
し
み
な
が
ら
健
康
な
体
作
り

を
体
験
し
ま
し
た
。

J
A
女
性
部
エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス

部
員
研
修
会
・
交
流
会

青年部版
冬
期
研
修
会
を
開
催

気
象
情
報
の
農
業
へ
の
利
用
方
法
を
学
ぶ
！

衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
活
用
方
法
を
学
ぶ

畑
作
専
門
部
会
で
学
習
会
を
開
催
！

　
青
年
部
畑
作
専
門
部
会（
名
波
竜
一

部
会
長
）で
は
12
月
20
日（
金
）に
農
協

青
年
研
修
室
に
て
、
畑
作
部
員
約
40
名

参
加
の
も
と
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
ス
ペ
ー
ス
ア
グ
リ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

瀬
下
隆
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
北
海
道
農
業
に
お
け
る
衛
星
リ
モ
セ

ン
デ
ー
タ
の
活
用
の
取
組
」と
題
し
講

演
を
頂
き
ま
し
た
。

　
学
習
会
で
は
瀬
下
氏
か
ら
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
い
な
が
ら
衛
星
リ
モ
ー
ト

セ
ン
シ
ン
グ
の
内
容
と
、
そ
の
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
可
変
施
肥
シ
ス
テ
ム
の
効

果
と
そ
の
調
査
結
果
、
メ
リ
ッ
ト
と
課

題
等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
部
員
か
ら
は「
気
に
な
る

技
術
の
話
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
」な
ど
と
話
さ
れ
て
お
り
、

大
変
有
意
義
な
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
青
年
部（
松
山
隆
多
部
長
）で
は
12
月

18
日（
水
）部
員
約
70
名
参
加
の
も
と
農

協
記
念
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
冬
期
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
気
象
庁
帯
広
測
候
所
技
術

専
門
官
の
山
本
敦
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
将
来
の
十
勝
地
方
の
気
象
と
気
象
情

報
の
農
業
へ
の
利
用
方
法
」と
題
し
講

演
を
頂
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
気
象
情

報
の
見
方
や
気
象
予
測
デ
ー
タ
を
上
手

に
活
用
し
て
気
象
の
影
響
を
軽
減
あ
る

い
は
利
用
す
る
方
法
、
今
後
将
来
の
十

勝
地
方
の
気
候
予
測
に
つ
い
て
説
明
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　
部
員
か
ら
も
活
発
な
質
問
が
多
く
、

参
加
し
た
部
員
か
ら
は「
気
象
に
つ
い

て
は
聞
く
機
会
が
ほ
と
ん
ど
無
い
た
め
、

理
解
が
深
ま
っ
た
良
い
研
修
だ
っ
た
」、

「
自
分
た
ち
の
将
来
に
直
結
す
る
内
容

で
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」な
ど
と
話

を
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
充
実
し
た
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

松山部長の挨拶講師の山本敦氏

真剣に聞き入っておりました 講師の瀬下隆氏

とても勉強になりました

青年部版

　
毎
年
士
幌
線
ブ
ロ
ッ
ク
の
青
年
部

（
Ｊ
Ａ
お
と
ふ
け
青
年
部
、
Ｊ
Ａ
木

野
青
年
部
、
Ｊ
Ａ
鹿
追
町
青
年
部
、

Ｊ
Ａ
上
士
幌
町
青
年
部
、
Ｊ
Ａ
士
幌

町
青
年
部
）役
員
を
対
象
に
研
修
会

と
懇
親
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た「
Ｊ
Ａ
青
年
部
士
幌
線
ブ
ロ
ッ
ク

役
員
研
修
及
び
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」が

12
月
13
日（
金
曜
日
）午
後
よ
り
開
催

さ
れ
士
幌
線
ブ
ロ
ッ
ク
の
青
年
部
役

員
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
Ｊ
Ａ
鹿
追
町
青
年
部
が
担

当
と
な
り
研
修
会
を
企
画
し
、
新
設

さ
れ
た
Ｊ
Ａ
鹿
追
町
種
子
馬
鈴
し
ょ

貯
蔵
施
設
と
Ｊ
Ａ
鹿
追
町
コ
ン
ト
ラ

課
の
施
設
を
見
学
す
る
な
ど
、
Ｊ
Ａ

鹿
追
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修

し
ま
し
た
。

　
研
修
会
終
了
後
、
帯
広
市
内
へ
移

動
し
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し
て
ボ
ウ
リ

ン
グ
を
行
い
、
そ
の
後
懇
親
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
士
幌
線
ブ
ロ
ッ
ク
の

J
A
青
年
部
士
幌
線
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
研
修
及
び
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

士
幌
線
ブ
ロ
ッ
ク
の
青
年
部
役
員
同
士
が
研
修
と
懇
親
を
深
め
る
！

みんなでカラオケ♬

白熱する卓球

『笑いヨガ』講師：千葉 養子 氏

笑顔の『笑いヨガ』体験

　
講
演
終
了
後
、
ホ
テ
ル
へ
向
か
い
夕
食
の
懇
親
会
で
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

や
カ
ラ
オ
ケ
、
女
性
部
三
役
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
大
変
に
ぎ
や
か
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
午
前
中
に
カ
ラ
オ
ケ
や
卓
球
、
買
い
物
な
ど
思
い
思
い
に
過

ご
し
、
午
後
か
ら
は
突
然
電
気
が
な
く
な
っ
た
世
界
を
モ
デ
ル
と
し
た
映
画

「
サ
バ
イ
バ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
」を
全
員
で
鑑
賞
し
、
映
画
を
楽
し
み
な
が
ら
も
、

停
電
の
際
の
備
え
等
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
お
り
ま
し
た
。

種子馬鈴しょ貯蔵倉庫を見学しましたコントラ課にて説明を受けました

ボウリングで体を動かし懇親を深める部員からも積極的に質問がありました

青
年
部
役
員

同
士
が
研
修

と
懇
親
を
深

め
る
こ
と
が

で
き
、
と
て

も
実
り
あ
る

企
画
と
な
り

ま
し
た
。
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鹿
児
島
中
央
青
果
株
式
会
社（
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
）

製
造
工
程
で
は
使
え
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
が
期
待
さ
れ
る
成
長
市
場
で
も
あ
り
、
士
幌

で
ん
粉
の
安
定
供
給
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
で
ん
粉
を
納
品
す
る
食
品
関
係
の
会
社
か
ら
も
、
熊
士
幌
を
指
定
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と

の
こ
と
で
、
士
幌
で
ん
粉
工
場
か
ら
作
ら
れ
る
製
品
の
品
質
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

＜

会
社
概
要＞

　
設
立
年
月
日
：
昭
和
25
年
４
月　
　
資　
本　
金
：
１
０
２
，
５
９
６
万
円

　
売　
上　
高
：
４
，
８
８
７
億
円（
平
成
30
年
度
）

　
従
業
員
数（
平
成
31
年
３
月
31
日
現
在
）：
１
，
１
０
３
名（
単
体
）・
３
，
５
４
７
名（
連
結
）

フ
ジ
ッ
コ
株
式
会
社　
和
田
山
工
場（
兵
庫
県
朝
来
市
）

　
営
林
署
が
払
い
下
げ
た
土
地
を
近
隣
の
約
20
件
の
酪
農
家
で
引
き
受
け

て
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
敷
地
面
積
で
98 

ha
、
耕
作
面
積
で
74 

ha
の
草

地
が
あ
り
ま
す
。
標
高
９
０
０
ｍ
の
所
な
の
で
、
鹿
児
島
県
で
あ
り
な
が

ら
真
冬
は
マ
イ
ナ
ス
10
℃
ま
で
下
が
り
積
雪
も
15 

cm
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
は
年
間
出
荷
乳
量
で
２
，
０
０
０
ｔ
、
１
頭
当
た
り
の
年
間
乳
量

は
１
１
，
０
０
０
kg
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
今
後
は
更
に
増
や
し

た
い
と
の
事
で
し
た
。

　
約
１
７
０
頭
の
搾
乳
牛
を
約
10
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
管
理
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
に
対
し
隔
週
の
週
休
二
日
の
他
に
年
次
休
暇
も
確
保
す
る
な
ど
、

従
業
員
の
労
務
管
理
に
も
細
心
の
注
意
を
図
り
、
県
内
の
中
で
も
若
い
ス

タ
ッ
フ
が
多
い
牧
場
で
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
全
酪
連
預
託
事
業
を
活
用
し
て
士
幌
町
農
協
の
高

原
牧
場
で
霧
島
第
一
牧
場
の
一
部
の
預
託
牛
を
受
入
れ
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

＜

和
田
山
工
場
の
概
要＞

　
敷
地
面
積
：
１
７
，
８
６
８
㎡（
約
５
，
４
０
０
坪
）

　
建
築
面
積
：
６
，
６
６
０
㎡（
約
２
，
０
０
０
坪
）

　
従　
業　
員
：
２
０
０
名（
繁
忙
期
２
４
０
名
）

　
主
力
品
目
：
お
ま
め
さ
ん〈
煮
豆
〉・
ふ
じ
っ
子〈
塩
吹
昆
布
〉

全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
西
日
本
営
業
本
部（
兵
庫
県
西
宮
市
）

農
協
運
営
協
力
委
員
長
会
道
外
視
察
研
修
報
告

　
昨
年
11
月
25
日
～
29
日
ま
で
４
泊
５
日
の
日
程
で
、
協
力
委
員
長
会
の
道
外
視
察
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
鹿
児
島
中
央
卸
売
市
場
は
全
国
で
７
番
目
，
九
州
で
は
１
番
最
初
に
開

設
さ
れ
た
市
場
で
、
鹿
児
島
中
央
青
果
株
式
会
社
は
、
そ
の
市
場
内
に
２

つ
あ
る
卸
売
業
者
の
う
ち
の
一
つ
で
、
主
に
Ｊ
Ａ
系
統
の
も
の
を
取
り
扱

い
し
て
い
ま
す
。

　
士
幌
の
馬
鈴
薯
を
取
り
扱
う
市
場
の
中
で
は
日
本
最
南
端
に
な
り
、
士

幌
町
農
協
と
は
平
成
９
年
か
ら
取
引
が
始
ま
り
、
現
在
で
は
主
に
北
海
コ

ガ
ネ
を
中
心
に
年
間
約
70
ｔ
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
取
扱
金
額
は
２
１
，
７
９
４
百
万
円（
前
年
対
比
89
％
）

で
、
青
果
卸
売
の
会
社
の
中
で
は
中
堅
的
な
会
社
に
な
り
ま
す
。

　
九
州
で
は
長
崎
県
も
馬
鈴
薯
の
産
地
で
は
あ
る
が
、
北
海
道
産
の
人
気

が
高
い
た
め
、
集
客
力
・
販
売
力
の
あ
る
士
幌
の
馬
鈴
薯
を
売
っ
て
い
き

た
い
の
で
、
今
後
と
も
長
い
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

＜

会
社
概
要＞

　
設　
　
　
立
：
昭
和
10
年
10
月　
　
資　
本　
金
：
８
，
０
０
０
万
円

　
従　
業　
員
：
１
４
３
名（
平
成
31
年
４
月
１
日　
現
在
）

農
事
組
合
法
人　
霧
島
第
一
牧
場（
鹿
児
島
県
霧
島
市
）

　
霧
島
第
一
牧
場
は
昭
和
42
年
に
設
立
し
、
乳
牛
の
飼
養
管
理
か
ら
仔
牛
の
出
産
・
育
成
ま
で
を
行

っ
て
お
り
、
令
和
元
年
７
月
に
全
酪
連
が
開
催
し
た
、
全
国
酪
農
青
年
女
性
酪
農
経
営
発
表
大
会
に

て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
牧
場
で
す
。

＜

牧
場
概
要＞

　
職
員
総
数
：
９
名

　
飼
養
頭
数（
令
和
元
年
９
月
現
在
）：
経
産
牛　
１
９
４
頭
・
育
成
牛　
１
４
１
頭

　
年
間
出
荷
乳
量
：
２
，
０
５
３
ｔ
／
年　
　
搾
乳
牛
１
頭
当
年
間
乳
量
：
１
１
，
８
７
４
kg
／
頭

ヤ
マ
エ
久
野
株
式
会
社（
福
岡
県
福
岡
市
）

　
ヤ
マ
エ
久
野
株
式
会
社
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
も
含
め
た
全
体
で
食
品
・
酒
類
等
の
仕
入
れ
並
び
に

農
産
物
の
加
工
・
弁
当
惣
菜
の
製
造
を
行
い
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
量
販
店
に
販
売
す
る
と

と
も
に
配
送
作
業
や
住
宅
資
材
の
販
売
な
ど
事
業
は
多
岐
に
わ
た
る
会
社
で
す
。

　
九
州
地
区
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
流
通
の
主
軸
で
あ
り
、
納
品
だ
け
で
は
な
く
デ
リ
カ
製
造
も
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
崎
県
高
千
穂
町
の
焼
酎
メ
ー
カ
ー
高
千
穂
酒
造
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
一

つ
で
あ
る
。

　

士
幌
で
ん
粉
工
場
の
熊
士
幌
と
い
う
銘
柄
の
で
ん
粉
を
年
間
９
０
０
ｔ
購
入
し
、
そ
こ
か
ら

６
０
０
ｔ
を
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
の
村
田
製
作
所
へ
納
品
し
て
い
ま
す
。

村
田
製
作
所
で
は
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
電
子
部
品
の
製
造

を
行
っ
て
お
り
、
熊
士
幌
は
製
造
工
程
の
中
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
作
ら
れ
た
電
子
部
品
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

車
の
自
動
運
転
の
電
装
部
に
使
用
さ
れ
、
で
ん
粉
が
食
品
以
外
の
用
途（
工

業
用
製
品
）と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
村
田
製
作
所
か
ら
は
、
粒
度
が
整
い
安
定
し
て
い
る
熊
士
幌
で
な
い
と

　
和
田
山
工
場
は
、
和
田
山
町（
現
、
朝
来
市
）に
昭
和
47
年
に
フ
ジ
ッ
コ

の
３
番
目
の
工
場
と
し
て
塩
吹
昆
布「
ふ
じ
っ
子
」、
昭
和
53
年
か
ら
は
煮

豆「
お
ま
め
さ
ん
」の
生
産
も
開
始
し
た
工
場
で
す
。

　
煮
豆
工
場
で
は
年
末
の
ピ
ー
ク
時
で
月
に
大
豆
50
ｔ
、
大
正
金
時
は
50

ｔ
、
丹
波
の
黒
豆
は
１
０
０
ｔ
を
使
用
し
て
お
り
、
繁
忙
期
に
は
煮
豆
と

塩
吹
昆
布
の
工
場
あ
わ
せ
て
１
日
延
べ
２
４
０
名
の
従
業
員（
通
常
は
約

２
０
０
名
）が
24
時
間
体
制
で
対
応
す
る
と
の
事
で
し
た
。

　
士
幌
町
農
協
と
は
平
成
元
年
産
の
大
正
金
時
か
ら
契
約
取
引
を
開
始
し
、

平
成
29
年
産
で
３
０
０
ｔ
士
幌
産
の
大
正
金
時
を
使
用
し
た
と
の
事
で
す
。

　
原
料
の
豆
は
年
産
・
産
地
毎
に
厳
し
い
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
る
が
、
士

幌
産
は
今
ま
で
問
題
な
く
安
定
し
て
お
り
、
更
に
は
大
粒
傾
向
に
あ
る
の

で
と
て
も
有
難
く
、
今
後
も
作
付
け
を
減
ら
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
の
１
０
０
％
出
資
に
よ
る
、
肉
牛
・

加
工
肉
を
集
荷
・
販
売
す
る
会
社
で
、
Ｊ
Ａ
全
農
が
行
っ
て
い
た
食
肉
販

売
事
業
の
移
管
を
受
け
、
食
肉
加
工
事
業
を
し
て
い
た
全
農
ミ
ー
ト
と
合

併
し
て
出
来
た
会
社
で
す
。

　
士
幌
町
振
興
公
社
で
処
理
さ
れ
た
牛
肉
は
、
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
全
体

で
年
間
２
０
，
０
０
０
頭
、
そ
の
う
ち
西
日
本
営
業
本
部
管
轄
で
は
約
５
，

０
０
０
頭
を
取
り
扱
い
し
て
い
ま
す
。

　
生
産
者
様
の
皆
さ
ん
が
愛
情
を
込
め
て
大
切
に
育
て
た
牛
の
肉
を
一
口
で
も
多
く
の
方
に
届
け
る

た
め
、
我
々
販
売
サ
イ
ド
も
ス
ー
パ
ー
で
し
ほ
ろ
牛
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
な
ど
、
新
た
な
事
業
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
の
で
、
引
き
続
き
安
定
し
た
生
産
・
供
給
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

＜

概　
要＞

　
創　
　
　
業
：
平
成
18
年
６
月　
　
資　
本　
金
：
２
８
８
，
０
２
０
万
円

　
年
間
取
扱
高
：
２
，
５
３
１
億
円（
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
全
体　
30
年
度
実
績
）

　
従
業
員
数
：
１
，
５
２
５
名（
う
ち
臨
時
約
８
７
０
名
）

結
び
に

　
今
回
の
視
察
研
修
は
、
畑
作
・
酪
農
・
肉
牛
に
お
い
て
士
幌
の
農
業
と
関
わ
り
の
あ
る
と
こ
ろ
を

視
察
先
と
し
ま
し
た
。

　
士
幌
の
農
業
が
日
本
の
各
地
で
繋
が
っ
て
い
る
事
が
再
確
認
で
き
、
改
め
て
歴
史
あ
る
士
幌
町
農

協
の
先
人
の
方
々
の
偉
大
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
の
様
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
地
区
の
皆
様
、
最
大
限
の
後
押
し
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
篠
原
組
合
長
を
始
め
役
職
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
研
修
報
告
と
致
し
ま
す
。

鹿児島中央青果　士幌の馬鈴薯ヤマエ久野フジッコの商品 フジッコ 和田山工場 煮豆のライン 鹿児島中央青果　低温倉庫

農事組合法人 霧島第一牧場全農ミートフーズ
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士
幌
町
農
協
馬
鈴
し
ょ
振
興
会
高
品
質
栽
培
研
修
会

～
高
品
質
化
を
目
指
し
て
～

　
士
幌
町
農
協
馬
鈴
し
ょ
振
興
会（
永
井
武
志

会
長
）は
２
月
12
日（
水
）農
業
会
館
大
ホ
ー
ル

に
て
、
品
質
の
維
持
、
生
産
性
の
更
な
る
向
上

を
目
的
に
馬
鈴
し
ょ
高
品
質
栽
培
研
修
会
を
開

催
し
、
生
産
者
と
関
係
者
大
勢
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
永
井
会
長
、
来
賓
の
七
條
専

務
挨
拶
の
後
、
加
工
用
馬
鈴
し
ょ
高
品
質
共
励

会
が
行
わ
れ
、
ト
ヨ
シ
ロ
、
き
た
ひ
め
、
ホ
ッ

カ
イ
コ
ガ
ネ
、
加
工
用
総
合
の
４
部
門
に
お
い

て
収
量
と
比
重
格
差
金
、
障
害
格
差
金
を
総
合

し
た
偏
差
値
の
高
い
順
に
上
位
３
名
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
優
良
事
例
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た（
受
賞
者
は
別
枠
に
記
載
）。
そ
の
後
、

吉
川
農
産
部
長
よ
り
、
生
食
馬
鈴
し
ょ
の
販
売

状
況
と
今
後
の
見
通
し
、
及
び
加
工
用
馬
鈴
し

ょ
の
安
定
し
た
需
要
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
株
式
会
社
湖
池
屋
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
本
部
次
長
の
野
間
和
香
奈
氏
よ
り「
湖

池
屋
が
考
え
る
商
品
づ
く
り
に
つ
い
て
」と
題

し
た
講
演
を
い
た
だ
き
、
会
社
の
概
要
、
目
指

す
べ
き
企
業
の
あ
り
方
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
湖
池
屋
の
商
品
は
若

い
女
性
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
と
報
告
が
あ
り
、
こ

れ
か
ら
も
産
地
の
皆
様
に
高
品
質
な
原
料
を
安

定
し
て
供
給
い
た
だ
き
消
費
者
に
喜
ば
れ
る
商

品
を
提
供
し
た
い
と
の
お
話
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会

農
業
総
合
研
究
所
所
長
の
安
田
慎
一
氏
よ
り「
ホ

ク
レ
ン
農
業
総
合
研
究
所
に
お
け
る
馬
鈴
し
ょ

の
品
種
開
発
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
演
を
い

た
だ
き
、
現
在
ま
で
に
民
間
で
作
り
出
し
た
品

種
や
、
今
後
の
目
指
す
べ
き
品
種
開
発
の
展
望

等
を
公
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
参
加

者
よ
り
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
研
修
会
は
大
変

有
意
義
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

永井会長の挨拶

表彰を受けるトヨシロの部１位の後藤範雄さん

野間氏による公演

安田氏による公演

令和元年産 加工用馬鈴しょ共励会町内上位者一覧

順位
トヨシロ きたひめ ホッカイコガネ 加工品種総合

地　区 生産者 偏差値 地　区 生産者 偏差値 地　区 生産者 偏差値 地　区 生産者 偏差値

1 中士幌 後藤　範雄 73.84 下居辺 宮野　雅彦 65.54 下居辺 矢坂　賢哉 60.85 中士幌 後藤　範雄 71.68

2 士幌南 鴨川　正寛 66.45 中士幌 後藤　範雄 63.84 士幌南 細井　雅史 60.70 下居辺 宮野　雅彦 64.88

3 士幌南 大野　　明 61.45 士幌南 鴨川　正寛 61.88 上居辺 御子柴昌則 60.18 士幌南 鴨川　正寛 62.19

（敬称略）

石
いし
垣
がき
　寿

とし
典
のり

さん

士幌南地区 

いま何やって
ますか?

第356回

今
月
の
紹
介
は
、
士
幌
南
地
区
の
石
垣
寿
典
さ
ん
で
す
。

寿
典
さ
ん
は
士
幌
南
地
区
の
農
協
運
営
協
力
委
員
長
を

務
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
三
組
織
研
修
会
の
前
に
お
話

を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

（
以
下
、
質
問
は
Ｑ
寿
典
さ
ん
の
答
え
を
Ａ
と
し
ま
す
。）

Q
作
業
上
注
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

何
で
す
か

か
つ
て
農
作
業
事
故
の
経
験
も
あ
り
、
農

作
業
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
安
全
・

安
心
を
心
が
け
て
、
常
に
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
作
業
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま

す
。

Q
就
農
当
時
と
現
在
の
違
い
は
何
で

す
か

作
物
の
改
良
が
進
み
、
農
業
機
械
も
発
達

し
た
こ
と
か
ら
、
効
率
良
く
農
作
業
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
年

に
よ
り
干
ば
つ
や
大
雨
が
続
く
な
ど
、
天

候
は
年
々
極
端
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。

Q
就
農
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
る
こ

と
は
何
で
す
か

近
年
は
比
較
的
安
定
し
た
生
活
を
送
れ
て
お

り
、
周
り
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
等
に
も
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

Q
農
業
の
魅
力
は
何
で
す
か
。

ど
ん
な
職
業
に
も
魅
力
や
苦
労
は
あ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
農
業
に
関
し
て

は
自
分
で
時
間
や
予
定
を
組
み
立
て
ら

れ
る
こ
と
、
ま
た
、
同
じ
こ
と
を
繰
り

返
し
行
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
自
分

の
頭
で
考
え
な
が
ら
仕
事
が
出
来
る
と

こ
ろ
で
す
。

Q
休
み
の
過
ご
し
か
た
方
を
聞
か
せ

て
下
さ
い

ゆ
っ
く
り
体
を
休
め
た
り
趣
味
に
専
念

し
た
り
と
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ

う
に
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

Q
こ
れ
か
ら
の
若
い
後
継
者
へ
一
言

一
年
の
中
で
、
ど
ん
な
に
小
さ
い
こ
と

で
も
良
い
の
で
目
標
を
立
て
、
達
成
を

目
指
し
な
が
ら
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と

が
大
事
だ
と
思
う
の
で
、
常
に
目
標
を

持
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
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MY DADDY

おとうさん
ぼ く
わた

・

のし おとうさん
●おとうさん

柴田　貴
たか

宏
ひろ

 さん

●ぼく

錬
れん

 くん

士幌南地区

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

新
任
の
ご
挨
拶

�

ホ
ク
レ
ン
清
水
工
場　
農
務
課　

竹
本　
治
人　

　
２
月
10
日
よ
り
北
部
原
料
所
勤
務
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な
る
久
保
田
で
す
。

　
前
職
場
は
、
中
斜
里
製
糖
工
場
斜
里
原
料
所

で
小
清
水
町
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。
十
勝

勤
務
は
８
年
ぶ
り
で
あ
り
、
清
水
製
糖
工
場
勤

務
時
代
は
農
務
課
、
西
部
原
料
所
清
水
町
担
当

と
入
会
依
頼
一
貫
し
て
農
務
関
係
に
従
事
し
て

お
り
ま
す
。

　
現
在
の
て
ん
菜
栽
培
に
つ
い
て
は
全
道
的
に

も
労
働
力
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
お
り
、
栽
培
方
法
の
変
更
や
省
力
化
栽
培
が
求
め

ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
経
営
所
得
安
定
対
策
に
お
け
る
数
量
払
い
の

見
直
し
に
よ
り
、
て
ん
菜
で
は
若
干
単
価
が
下
が
る
こ
と
も
あ
り
、
よ
り
一
層
の
コ

ス
ト
削
減
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
輪
作
体
系
と
し
て
重
要
な
て
ん
菜
を
安
定
的
に
生
産
す
る
こ
と
が
、
持
続
可
能
な

士
幌
町
農
業
の
維
持
・
発
展
に
繋
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
微
力
な
が
ら「
て
ん
菜
」

を
通
じ
て
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ホ レ 事員 挨ク 人職 動ン 異 拶組
合
員
営
農
支
援
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
説
明
会

情
報
端
末（
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
複
合
機
）設
置

　
以
前
よ
り
懇
談
会
等
で
ご
説
明
し
て
お
り
ま

し
た
組
合
員
営
農
支
援
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
に
つ
き
ま
し
て
、
2
月
3
日
よ
り
各
戸

に
情
報
端
末（
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
複
合
機
）を
設
置

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
設
置
に
先
立
ち
各

地
区
単
位
は
も
と
よ
り
、
女
性
部
な
ど
の
勉
強

会
に
も
出
向
か
せ
て
い
た
だ
き
、
随
時
説
明
会

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
て
参
り
ま
し
た
。

初
め
て
実
機
に
ふ
れ
る
方
の
感
想
は
様
々
で
、

操
作
が
難
し
い
と
感
じ
る
方
、
も
っ
と
こ
ん
な

事
が
で
き
る
の
で
は
？
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
い
た
方
な
ど
、
今
後
の
運
用
に
向
け
て
色
々

な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　
本
シ
ス
テ
ム
は
全
組
合
員
の
皆
様
が
よ
り
便

利
で
快
適
に「
営
農
」と「
生
活
」の
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
次
世
代
型
情
報
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
て
、

ご
自
宅
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
今
が
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
。
今
後
も
、
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
よ
り
良
い
シ
ス
テ
ム
に
な
る
よ
う
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
ら
今
後
も
引
き
続
き
説
明
会
に
出
向
き

ま
す
の
で
、
ご
気
軽
に
経
理
課
へ
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。

事前説明会の様子2月3日より設置しました

　
こ
の
度
、
２
月
10
日
付
け
人
事
異
動
に
よ
り

清
水
製
糖
工
場　
農
務
課　
勤
務
と
な
り
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
を
始
め
と
し
た
、
組
合
員
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
担
当
職
４
年
と
所
長
職

と
し
て
の
４
年
の
計
８
年
間
、
特
段
の
ご
協
力

と
ご
指
導
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
私
の
ホ
ク
レ
ン
勤
務
の
大
半
が
士
幌
町
勤
務

で
あ
り
、
様
々
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

初
め
て
の
所
長
職
と
し
て
士
幌
に
勤
務
し
た
平
成
28
年
は
、
協
同
の
精
神
を
改
め
て

再
認
識
す
る
出
来
事
が
多
く
、
忘
れ
ら
れ
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
年
は
、
夏

季
の
度
重
な
る
台
風
到
来
だ
け
で
な
く
、
て
ん
菜
の
収
穫
時
期
の
11
月
３
日
に
根
雪

に
近
い
降
雪
が
あ
り
、
て
ん
菜
の
収
穫
作
業
が
困
難
を
極
め
た
年
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
２
５
０
ha
程
の
圃
場
が
未
収
穫
な
状
況
で
あ
り
ま
し
た
が
、
各
地
区
・
各
農
事

組
合
内
で
の
収
穫
協
力
体
制
が
早
期
に
出
来
上
が
り
、
圃
場
が
あ
る
程
度
凍
結
し
た

深
夜
帯
に
多
数
の
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
を
稼
働
さ
せ
、
無
事
に
収
穫
を
完
了
し
て
頂
き
ま

し
た
。
困
難
な
時
に
お
互
い
が
支
え
あ
う
協
同
の
精
神
を
目
の
当
た
り
に
し
感
動
し

た
こ
と
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
新
し
い
勤
務
先
で
も
士
幌
町
で
培
っ
た
協
同
の
精
神
を
忘
れ
ず
、
業
務

に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
８
年
間
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
公
私
と
も
ど
も

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

ホ
ク
レ
ン
北
部
原
料
所　

久
保
田　
俊　
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3月21日～4月19日

牡羊座

全体運 :上昇運です。周りの様子
を見ながらゆったり進めましょう。
いい感じでまとまり、あなたへの信
頼も深まります

健康運 :無理は禁物です。疲れた
ら早めに休んで

幸運の食べ物 :フキのとう

全体運 :良好です。疎遠だった人
とも連絡が取れ、うれしいニュース
も。近距離の旅行にもツキが。お花
見の計画を立てて

健康運 :体力アップのチャンス。
運動量を増やして

幸運の食べ物 :サワラ

全体運 :予定通りに進まずイライ
ラすることが。でも、下旬には解消。
連絡の悪さは小まめな確認でカバー
しましょう

健康運：以前やっていた健康法を
復活させると◎

幸運の食べ物 :春キャベツ

全体運 :ハプニング運ですがラッ
キー要素もいっぱい。予想外のこと
を楽しむ気持ちが開運につながりま
す。臨機応変に

健康運 :何でもやり過ぎず規則正
しくを心掛けて

幸運の食べ物 :カラシナ

全体運 :春がそこまで来ています。
暖かくなってからすることの準備を
先取りすると、幸運の呼び水に。新
プランにツキ

健康運 :リラックスを心掛けて。
温かい飲み物を

幸運の食べ物 :レモン

全体運 :行動的なほどツキに恵ま
れます。歓送迎会の計画を立てるな
ど、人と会う行事を大切に。うれし
いハプニングも

健康運 :筋力アップの好機。ハー
ドな運動も◎

幸運の食べ物 :ツクシ

全体運 :あちこちから声が掛かり、
交通整理が大変かも。自分の意見を
ちゃんと伝えて。あいまいにしてお
くと困ることに

健康運 :準備体操と休憩が大事。
無理のない運動を

幸運の食べ物 :ルッコラ

全体運 :対人運が活発化。待って
いた吉報も入りにっこりできそう。
ただ交際費がかかるのが玉にきず。
家計簿を付けて

健康運 :ダンスやグループで楽し
むスポーツが◎

幸運の食べ物 :シラス

全体運 :問題続出で頭が痛いかも。
失言には気を付けて。下旬から運勢
は急上昇。相手を思いやる気持ちが
困難解消へ

健康運 :暴飲暴食に注意。漢方薬
の効果に期待

幸運の食べ物 :タラの芽

全体運 :滞っていたことが進みだ
し波に乗れます。リーダーシップを
発揮して◎。仲間外れをつくらない
気遣いで人気者に

健康運 :頑張り過ぎないで。発熱、
歯痛には注意

幸運の食べ物 :タケノコ

全体運 :お金の問題が持ち上がり
慌てそう。冷静に対処すれば大丈夫
です。防犯を心掛け家族で詐欺対策
の話し合いを

健康運 :質の良い睡眠が健康を支
えてくれます

幸運の食べ物 :ニシン

全体運 :活発に動くほどラッキー
に巡り合えます。外出、人と会う予
定を優先して。ショッピング運も好
調。くじ運あり

健康運 :新しい健康法を試してみ
ましょう

幸運の食べ物 :ナバナ

今月のあなたの運勢３ HOROSCOPY2020

4月20日～5月20日 5月21日～6月21日 6月22日～7月22日

牡牛座 双子座 蟹　座

7月23日～8月22日

11月23日～12月21日

獅子座

射手座

8月23日～9月22日

12月22日～1月19日

9月23日～10月23日

1月20日～2月18日

10月24日～11月22日

2月19日～3月20日

乙女座

山羊座

天秤座

水瓶座

蠍　座

魚　座

■別紙の応募用紙にお答え・お名前・ご住所・お電話番号を記入して下さい。
■ 応募は、アスポサービスカウンター・各事業所・組合員相談課にある応募箱へ投函して下さい。
■お一人さま一口のご応募を有効とさせていただきます。
■正解者の中から抽選で毎月10名様に、すてきなプレゼントをご用意しております。
■プレゼントは、組合員相談課でお渡し致します。■当選者は、次号にて掲載致します。

1・2月合併号の正解/エキデン

二重マスの文字を、Ａ～Fの順に並べてできる
言葉はなんでしょうか ?

CROSSWORD PUZZLE

応募締切り

３月13日
（金）

1
2
3
４

5
7
9
11

12
13
14
15

ひな人形に供える角張った食べ物
守備の反対語
サンとゴの間
兵庫県の郷土料理。地元では卵焼きと
も呼ばれます
A、B、C……と数えて11番目
走ると切れることも
京の着倒れ、大阪の——
白井義男は日本人初のボクシング世界
——です
骨と骨とをつなぎます
白米を量るときに使う単位の一つ
父や母の姉妹です
——して得取れ

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

当 選 者 発 表

クロスワードパズル

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

さん
さん
さん
さん
さん

さん
さん
さん
さん
さん

稲葉　正志
今松　勝男
触沢きよ子
坪井　功一
本田　柚希

高橋　瑞季
井原　和枝
関口　幸子
篠原くるみ
上田　真美

１・２月合併号掲載問題の応募者は73名で73名
が正解でした。厳正なる抽選の結果、次の方が当
選しました。当選者には、組合員相談課にてプレ
ゼントをお渡し致します。

おめでとうございます

あ た ま の た い そ う

応募方法

今月の抽選者
出村　成子　さん
柴田　信子　さん
横山　栄子　さん

成長すると鶏になります
太陽が東から昇る時分
車の方向指示器のこと
事故などを現場に居合わせて直接見る
こと
工業——。——社会。——政党
地震、雷、火事、——
真ちゅうやステンレス、はんだなどの
こと
雑巾を用意して年度末の——をした
版画を刷るときに使います
旧暦3月の異称です

1
3
6
8

10
11
13

14
16
17

在庫が無くなり
次第、販売終了
となります。

「士幌町産ゆめちから」
については、平成30年
産をもちまして作付栽
培が終了しており、原
料の製粉作業もすでに
終了しております。
長きにわたり、ご愛顧
賜りまして、ありがと
うございました。

●ＪＡ士幌町

強力小麦粉
士幌町産
ゆめちから100％使用
１kg

420円
（本体価格 389円）
420円420円

営業時間 8:30～18:30

営業時間 7:00～20:00
休 業 日 3月は休まず営業

休 業 日 3月は休まず営業

士幌給油所
●スタッフ

●セルフ

お知らせ INFORMATION

営業時間 9:30～19:00
（31日は18：00まで）

休 業 日 3月は休まず営業
（31日は18：00まで）
（配送ローリー 日曜休業）

アスポ

ガソリンスタンド

※しほろ牛 一頭販売
・３月８日㈰ ・４月５日㈰


